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あったが，2000（平成 12）年度では 17,725件で，1990（平成 2）年度と比較して約 17倍の大幅
な増加となった．また，2012（平成 24）年度は，66,701件，2016（平成 27）年度は 103,260件
と急増し，初めて 10万件を超えた．一方韓国では，児童虐待に対する社会の関心の広がりや法
整備を行って本格的な取組みを始めた時期や経過は，日本とほぼ同様である．児童虐待の韓国の
























































9月 1 日　午前 中央児童保護専門機関
　　　　午後 ソウル市児童福祉センター

































































































































































































































































　児童虐待の割合を人口比で示すと，日本では 1,000人に 4～ 6人，ヨーロッパやアメリカでは






　各年齢別の通告数の割合は 1歳未満が 2.9％，1～ 3歳が 11.2％，4～ 6歳が 14.4％，7～ 9歳


























































































学部教授（児童精神医学）がセンター長で，スタッフは医師 3人，臨床心理士 3人，看護師 1


















受理件数は 501件，内訳は性的暴力被害ケースが 441件，その他（非該当含む）が 60件で，継
































































































（３）2017年 2月末の中央および地域児童保護機関は，視察時よりも 3ケ所増えて計 60ケ所ある．
（４）記述した内容は，韓国保健福祉部・中央児童保護専門機関「2015年　韓国児童虐待の現況報告書」
から引用した．
（５）SANEは日本では「性暴力専門看護師」などと訳されている．英語表示は「Sexual Assault Nurse 
Examiner」である．
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